
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
い
っ
こ
う

に
廃
止
さ
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
今
年
４

月
か
ら
の
保
険
料
値
上
げ
に
、
公
約
違

反
の
鳩
山
政
権
に
対
し
て
、
い
ま
全
国
各

地
で
怒
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
８
月
の
総
選
挙
で
民
主
党
が
勝
っ

て
鳩
山
内
閣
が
誕
生
し
た
時
、
当
然
こ

の
制
度
は
廃
止
さ
れ
る
も
の
と
い
う
国

民
の
期
待
が
広
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

鳩
山
内
閣
は
、
国
民
の
期
待
に
応
え
る

ど
こ
ろ
か
、
「
新
た
な
制
度
に
直
接
移

管
す
る
方
が
合
理
的
」
「
シ
ス
テ
ム
の

改
修
や
被
保
険
者
の
情
報
の
移
管
な
ど

に
約
２
年
か
か
る
、
ま
た
、
多
額
の
経

費
も
必
要
に
な
る
」
な
ど
と
言
い
訳
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
廃
止
」

を
４
年
先
送
り
に
し
、
そ
れ
ま
で
は
現

行
制
度
を
存
続
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
75
歳
と
い
う
年
齢

で
高
齢
者
を
区
切
っ
て
差
別
す
る
制
度

は
存
続
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
齢
者

の
人
口
増
・
給
付
費
増
に
応
じ
て
保
険

料
が
跳
ね
上
が
る
「
自
動
値
上
げ
」
の

仕
組
み
が
発
動
し
、
24
都
道
府
県
で
保

険
料
が
引
き
上
げ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

保
険
料
は
、
全
員
に
均
等
に
課
せ
ら

れ
る
均
等
割
額
と
所
得
に
応
じ
て
か
か

る
所
得
割
額
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
が
、

千
葉
県
も
所
得
割
率
が
０
・
１
７
ポ
イ

ン
ト
上
が
り
ま
し
た
。

平
均
保
険
料
額
で
み
る
と
、
31
都
道
府

県
が
値
上
が
り
と
な
り
ま
す
。
１
人
当

た
り
の
全
国
平
均
年
間
保
険
料
額
は
前

年
度
比
２
・
１
％
増
の
６
万
３
、
３
０

０
円
で
す
。

民
主
党
政
権
は
、
10
年
度
の
保
険
料

上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
「
後
期
高
齢
者

負
担
率
の
上
昇
に
よ
る
保
険
料
の
増
加

分
に
つ
い
て
は
国
庫
補
助
を
行
う
」
旨

自
治
体
に
通
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
09

年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
も
10
年
度
予

算
に
も
入
れ
ず
、
「
各
自
治
体
で
保
険

料
抑
制
に
努
力
せ
よ
」
と
い
う
も
の
で

し
た
。
ま
た
、
「
高
齢
者
の
方
々
に
安

心
の
確
保
の
た
め
に
最
大
限
努
力
す
る
」

と
言
っ
て
い
ま
し

た
が
、
自
公
政
権

が
行
っ
た
負
担
軽

減
措
置
を
延
長
・

継
続
し
た
だ
け
で

し
た
。

高齢期を豊かに ２０１０年５月１２日（水）
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後期高齢者医療制度は１日も早く廃止せよ

高齢期を豊かに

千
葉
県
も
四
月
か
ら
保
険
料
値
上
げ

公
約
違
反
の
鳩
山
内
閣
に
怒
り
広
が
る

75
歳
で
線
を
引
き
別
建
制
度
に
し

た
こ
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

は
絶
対
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
憲
法
25
条
に
そ
む
き
、
高
齢
者

へ
の
差
別
も
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

私
は
当
年
84
歳
。
一
人
暮
ら
し
で

す
。
お
蔭
さ
ま
で
大
き
な
病
気
は
持
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
年
金
暮
ら
し
は
大

変
で
す
。
定
年
か
ら
20
年
も
た
て
ば

い
く
ら
節
約
し
て
も
貯
金
も
底
を
つ

き
ま
す
。
そ
し
て
、
唯
一
の
年
金
の

中
で
、
所
得
税
、
住
民
税
、
介
護
保

険
よ
り
も
こ
の
「
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
」
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
実
に
悔
し
い
！

そ
の
上
、
年
金
の
中
か
ら
家
賃
を
支

払
っ
た
ら
大
変
き
び
し
い
。
こ
の
上
、

病
気
を
し
て
、
医
療
費
を
と
思
う
と
、

自
殺
者
の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。そ

れ
な
の
に
、
鳩
山
内
閣
は
、
こ

れ
を
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、
65
歳

ま
で
広
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
い
る
よ
う
で
、
私
の
怒
り
は
簡
単

に
治
ま
り
ま
せ
ん
。

長
生
き
が
悪
い
み
た
い
な
差
別
の

こ
の
制
度
、
み
ん
な
で
も
っ
と
も
っ

と
反
対
運
動
を
大
き
く
し
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
（
当
会
顧
問
）

私
は
怒
っ
て
い
ま
す

小
口

光
子



今
年
の
第
24
回
日
本
高
齢

者
大
会
は
、
9
月
13
日
（
月
）
、

14
日
（
火
）
茨
城
県
水
戸
市

で
行
わ
れ
ま
す
。

第
24
回
大
会
の
目
標
は
、

次
の
三
つ
で
す
。

１
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
す
ぐ
に
廃
止
を
！
介
護
保

険
の
改
善
を
！
（
4
年
も
待
っ

て
は
い
ら
れ
な
い
。
直
ち
に

廃
止
し
、
老
人
保
健
制
度
に

戻
し
て
！
）

２
、
再
び
「
老
人
医
療
費
の

無
料
化
を
」
（
高
齢
者
が
安

心
し
て
医
療
・
介
護
が
受
け

ら
れ
る
た
め
に
、
社
会
保
障

の
充
実
を
。
お
金
の
心
配
の

い
ら
な
い
医
療
制
度
に
戻
し

て
！
）

３
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
を
な
く

そ
う
！
（
格
差
と
貧
困
が
日

本
社
会
に
蔓
延
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
も
、
子
ど
も
も
、
若

者
も
、
働
き
盛
り
も
、
「
ひ

と
り
ぼ
っ
ち
」
が
増
え
て
い

ま
す
。
高
齢
者
に
は
安
心
の

社
会
を
、
若
者
に
は
希
望
の

持
て
る
社
会
を
、
誰
も
が
心

温
ま
る
社
会
を
。
）

9
月
13
日
は
、
午
後
1
時
～
4
時
半

ま
で
茨
城
大
学
で
学
習
講
座
や
分
科
会

が
開
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
移
動
分
科
会
も
あ
り
ま
す
。

「
五
浦
」
と
「
野
口
雨
情
」
を
訪
ね
る

分
科
会
、
好
文
亭
・
偕
楽
園
め
ぐ
り
の

分
科
会
、
百
里
基
地
と
茨
城
空
港
を
考

え
る
分
科
会
、
つ
く
ば
宇
宙
セ
ン
タ
ー

見
学
の
分
科
会
も
あ
り
ま
す
。

13
日
は
、
茨
城
大
学
で
午
後
5
時
か

ら
7
時
ま
で
夜
の
企
画
も
あ
り
ま
す
。

9
月
14
日
は
、
午
前
9
時
か
ら
全
大

会
で
す
。
今
年
の
記
念
講
演
は
、
作
曲

家
の
池
辺
晋
一
郎
さ
ん
で
、
「
人
に
い

の
ち
、
音
に
も
い
の
ち
」
と
題
し
た
講

演
で
す
。

参
加
費
は
、
1
日
２
、
５
０
０
円
、

２
日
間
で
５
、
０
０
０
円
で
す
。

各
団
体
で
多
数
参
加
で
き
る
よ
う
話

し
合
い
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

高齢期を豊かに ２０１０年５月１２日（水）
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「
町
か
ら
村
か
ら
の
連
帯
で
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
な
く
そ
う
」
と

掲
げ
た
第
23
回
日
本
高
齢
者
大
会
in

別
府
は
、
２
０
０
９
年
９
月
14
日
～

15
日
の
２
日
間
行

わ
れ
ま
し
た
。
全

国
の
都
道
府
県
か

ら
続
々
と
元
気
な

姿
、
顔
々
が
、
４
、
２
０
０
余
人
が

集
り
、
学
び
、
大
い
に
楽
し
み
若
返

り
ま
し
た
。

松
戸
か
ら
は
、
や
わ
ら
木
苑
の
弓

削
さ
ん
と
私
の
２
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
話
の
内
容
は
、
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
廃
止
」
が
中
心
で
、
福

祉
、
医
療
、
介
護
、
生
活
、
平
和
、

文
化
と
幅
広
く
講
座
や
分
科
会
が
夜

の
集
会
ま
で
盛
り
沢
山
で
し
た
。
夜

の
企
画
で
は
、
ご
当
地
の
利
き
焼
酎

や
「
う
た
ご
え
ひ
ろ
ば
」
は
超
満
員

で
、
疲
れ
を
忘
れ
て
楽
し
く
交
流
し
、

共
に
若
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
温
泉

地
別
府
な
ら
で
は
の
く
つ
ろ
い
だ
２

日
間
で
し
た
。
茨
城
で
は
さ
ら
に
盛

り
上
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
も
感
じ
る
こ
と
は
、
今
日
本

の
高
齢
者
が
一
番

元
気
で
輝
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
で

す
。
皆
さ
ん
、
集

え
ば
元
気
が
出
ま
す
。
明
日
の
生
き

る
力
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
も
第
24

回
水
戸
大
会
へ
、
今
か
ら
楽
し
み
に

準
備
し
ま
し
ょ
う
。
（
当
会
会
長
）

第
24
回
日
本
高
齢
者
大
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

9
月
13
日
（
月
）
茨
城
大
学
（
学
習
講
座
、
分
科
会
、
移
動
分
科
会
、
夜
企
画
な
ど
）

9
月
14
日
（
火
）
県
立
武
道
館
（
全
大
会･･･

基
調
報
告
、
記
念
講
演
、
文
化
行
事
な
ど
）

池
辺
晋
一
郎
さ
ん
が
講
演

町から村からの連帯でひとりぼっちの高齢者をなくそう！

企
画
の
主
な
内
容

第
23
回
日
本
高
齢
者
大
会
in
別
府
に
参
加
し
て

森
川

壽
未

水
戸
黄
門
さ
ま
の
銅
像

池
辺
晋
一
郎
さ
ん
の
横
顔

作
曲
家
。
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
、
尾
高
賞
な
ど
の
受
賞
の
他
、

映
画
、
テ
レ
ビ
等
の
附
帯
音
楽
分

野
で
の
受
賞
も
多
数
。
04
年
紫
綬

褒
章
授
賞
。
東
京
音
楽
大
学
教
授
、

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
横
浜
み
な
と

み
ら
い
ホ
ー
ル
館
長
等
を
務
め
る
。

96
年
よ
り
13
年
間
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ

レ
ビ
「
Ｎ
響
ア
ワ
ー
」
の
司
会
を

担
当
好
評
を
博
し
た
。



伝
統
あ
る
「
社
会
福
祉
法
人
竹
友
会
」

の
古
田
前
理
事
長
の
後
任
と
し
て
、
今

年
の
４
月
よ
り
就
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

私
は
、
昨
年
の
4
月
に
38
年
間
勤
め

た
地
方
公
務
員
を
定
年
退
職
し
ま
し
た
。

勤
務
の
多
く
は
社
会
福
祉
関
係
の
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
当
会
の
行
う

行
事
に
は
時
々
加
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

当
時
は
、
ま
さ
か
私
が
こ
の
よ
う
な
高

齢
者
関
係
の
仕
事
に
従
事
す
る
と
は
思
っ

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
い
福
祉
関

係
の
仕
事
を
通
し
て
、
私
は
む
し
ろ

「
利
用
す
る
側
」
と
し
て
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
と
は
関
係
を
持
っ
て
い
ま
し

た
の
で
、
市
内
外
の
施
設
に
は
入
所
者

の
面
会
訪
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
と
い
う
名

の
も
と
に
、
福
祉
施
設
は
「
措
置
」
か

ら
「
契
約
」
と
な
り
、
「
大
変
遷
」
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
０
０
年

４
月
「
介
護
保
険
法
」
が
施
行
さ
れ
、

従
来
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
同

法
に
よ
る
「
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
し

て
の
「
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
な
り

ま
し
た
。
私
は
基
本
的
に
は
、
「
福
祉

か
ら
保
険
に
シ
フ
ト
」
さ
れ
た
「
介
護

保
険
制
度
」
は
問
題
が
多
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
問
題
は
、
「
人

的
」
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
社
会
福
祉
の
支

援
援
助
）
は
社
会
保
険
制
度
に
は
な
じ

ま
な
い
か
ら
で
す
。

昨
年
別
府
で
行
わ
れ
た
「
日
本
高
齢

者
大
会
」
で
、
伊
藤
周
平
鹿
児
島
大
学

法
科
大
学
院
教
授
が
記
念
講
演
で
、
介

護
保
険
制
度
の
「
現
状
と
課
題
」
の
中

で
介
護
保
険
制
度
の
問
題
点
を
詳
し
く

述
べ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
下
さ

い
。
同
教
授
は
、
さ
ら
に
国
は
全
て
の

社
会
福
祉
制
度
の
「
介
護
保
険
化
」
を

目
指
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
介
護
保
険
制
度

は
「
廃
止
の
運
動
を
打
ち
出
す
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」

（
第
23
回
日
本
高
齢
者
大
会
報
告
集
30

頁
）
と
ま
で
論
じ
て
い
る
の
で
す
。
ち

な
み
に
、
伊
藤
教
授
は
元
厚
生
省
官
僚

で
あ
っ
た
経
験
か
ら
の
介
護
保
険
批
判

で
重
み
が
あ
り
ま
す
。

私
は
昨
年
４
月
よ
り
時
々
「
や
わ
ら

木
苑
」
に
通
う
こ
と
に
な
り
、
介
護
施

設
現
場
の
厳
し
い
実
態
に
触
れ
ま
し
た
。

国
の
職
員
配
置
基
準
で
は
「
休
暇
」
の

取
得
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
他
の
職
種

よ
り
低
賃
金
で
離
職
者
が
多
い
こ
と
な

ど
で
し
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
出
さ
れ

た
の
が
昨
年
10
月
よ
り
実
施
さ
れ
た

「
介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
」
で
し

た
。
私
が
施
設
長
と
最
初
に
取
り
組
ん

だ
仕
事
で
し
た
。
貰
え
る=

交
付
さ
れ

る
も
の
は
何
で
も
申
請
し
よ
う
と
い
う

考
え
で
す
。
私
は
行
政
に
い
ま
し
た
の

で
「
交
付
金
申
請
」
の
問
題
点
と
し
て

何
が
あ
る
か
、
ま
ず
考
え
ま
し
た
。
色
々

あ
り
ま
す
が
紙
面
の
関
係
上
割
愛
し
ま

す
。最

後
に
、
社
会
福
祉
法
人
竹
友
会
の

基
本
理
念
を
守
り
運
営
す
る
に
は
、
現

行
の
介
護
保
険
制
度
で
の
施
設
運
営
は

大
変
で
あ
る
こ
と
を
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
市
民
が
つ
く
り
育
て
た
や
わ
ら
木
苑
」

は
、
松
戸
市
高
齢
者
の
「
宝
」
と
し
て

事
業
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

職
員
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
、
皆
さ
ん

の
ご
支
援
・
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

高齢期を豊かに ２０１０年５月１２日（水）

( 3 )

「
や
わ
ら
木
苑
」
は
、
松
戸
市
高
齢
者
の
宝

―
―
竹
友
会
理
事
長
に
就
任
し
て
―
―

弓
削

俊
雄

介
護
保
険
制
度
の
創
設
以
来
「
保
険
あ
っ

て
介
護
な
し
」
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。

従
来
の
要
支
援
・
要
介
護
１
の
軽
度
認

定
者
を
要
支
援
１
・
２
判
定
に
厳
格
・
再

編
し
、
新
予
防
給
付
の
対
象
に
し
、
要
支

援
者
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
大
幅
に
制
限
・

カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
所
待
機
者
が
全
国
で
42
万
人
以
上

い
る
と
い
わ
れ
る
の
に
、
同
ホ
ー
ム
の
増

設
は
抑
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し

の
低
所
得
の
高
齢
者
は
行
き
場
を
失
い

「
介
護
難
民
」
と
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

介
護
労
働
者
の
労
働
条
件
は
急
速
に
悪
化

し
、
過
重
・
過
密
労
働
化
は
解
消
さ
れ
ず
、

離
職
者
の
増
大
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
ず
、

人
材
難
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は

何
と
言
っ
て
も
国
庫
負
担
を
大
幅
に
増
や

し
介
護
報
酬
を
引
き
上
げ
、
利
用
者
の
負

担
を
引
き
下
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
国
会

請
願
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
請
願
項

目
は
次
の
４
項
目
で
す
。

１
、
国
庫
負
担
を
大
幅
に
増
や
し
、
利
用
者

の
負
担
を
軽
減
し
て
く
だ
さ
い
。

２
、
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
を
す
る
こ
と
な
く
、

必
要
な
介
護
が
受
け
ら
れ
る
介
護
保
険
制

度
に
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ホ
ー
ム
等
の
介
護
施
設
を
増
や
し
、
早
急

に
入
所
待
機
者
を
解
消
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
療
養
病
床
の
廃
止
計
画
を
中
止
し
て

く
だ
さ
い
。

４
、
介
護
職
場
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件

を
改
善
し
人
材
確
保
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
介
護
保
障
制
度
の
実
現
を

求
め
る
国
会
請
願
署
名
に
ご
協
力
を

問
題
の
多
い
介
護
保
険
制
度



松
戸
市
で
は
い
ま
松
戸
市
立
病
院
の
建

て
替
え
・
移
転
問
題
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
３
月
市
議
会
で
も
、
４
月
の

臨
時
市
議
会
で
も
議
論
の
中
心
に
な
り
ま

し
た
し
、
６
月
の
市
長
選
挙
の
最
大
の
争

点
に
も
な
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
松
戸
市
立
病
院
問
題
は
、
移

転
問
題
の
裏
に
、
移
転
問
題
と
分
け
難
く

民
営
化
問
題
が
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
国
保
松
戸
市
立

病
院
自
身
が
「
松
戸
市
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン
報
告
書
」
を
昨
年
３
月
に
発
表
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
の
冒
頭
に
「
『
総
務
省
の

公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
に
沿
っ

て
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
」
と
記
し
て
い

ま
す
の
で
、
松
戸
市
が
移
転
問
題
と
一
体

に
し
て
民
営
化
を
検
討
し
て
き
た
こ
と
は

否
定
し
よ
う
も
な
い
と
思
い
ま
す
。民

営

化

問

題

の

背

景

に

つ

い

て

考

え

ま

す

と

、

自

治

体

民

営

化

の

た

め

の

法

制

度

（

公

の

施

設

の

指

定

管

理

者

制

度
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
地
方
独
立
行
政
法
人
制
度
、

構
造
改
革
特
区
等
）
が
次
か
ら
次
へ
と
作

ら
れ
、
そ
の
中
で
、
総
務
省
が
「
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推
進
の
た

め
の
新
た
な
指
針
」
（
２
０
０
５
年
３
月

29
日
）
を
出
し
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
教
育
や

社
会
保
障
な
ど
の
国
と
地
方
自
治
体
の
責

任
を
後
退
さ
せ
る
方
向
を
示
し
、
自
治
体

が
担
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
縮
小
し
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
委
ね
た
り
、
企
業
営
利
の
対
象
に
し

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
同

指
針
は
、
自
治
体
民
営
化
の
法
的
仕
組
み

の
検
討
と
選
択
を
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の

自
主
的
な
判
断
に
委
ね
る
に
留
ま
ら
ず
、

ま
ず
廃
止
、
次
に
民
営
化
、
だ
め
な
ら
地

方
独
立
行
政
法
人
化
な
ど
、
検
討
の
優
先

順
位
を
示
し
、
廃
止
・
民
営
化
に
誘
導
し

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
病
院
だ
け
で
は
な
く
、
公
の

施
設
で
あ
る
保
育
所
や
老
健
施
設
や
公
民

館
、
公
園
等
も
含
む
も
の
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
「
自
治
体
構
造
改
革
」
の
流
れ
と

と
も
に
、
「
医
療
構
造
改
革
」
「
医
師
・

看
護
師
数
の
抑
制
政
策
」
も
進
め
ら
れ
、

自
治
体
病
院
の
経
営
に
苦
難
を
押
し
つ
け

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
困
難
の

要
因
と
な
っ
た
の
が
、
「
地
方
財
政
健
全

化
法
」
（
２
０
０
７
年
６
月
成
立
）
と

「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
２

０
０
７
年
12
月
、
総
務
省
通
知
）
の
成
立

で
す
。

こ
れ
ら
は
、
自
公
政
権
が
進
め
て
き
た

も
の
で
、
民
主
党
を
中
心
と
す
る
政
権
の

政
策
は
別
で
す
。
民
主
党
は
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
で
「
救
急
、
産
科
、
小
児
、
外
科
等

の
医
療
提
供
体
制
を
再
建
す
る
た
め
、
地

域
医
療
計
画
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
支
援

を
行
う
。
」
「
当
面
、
療
養
病
床
削
減
計

画
を
凍
結
し
、
必
要
な
病
床
数
を
確
保
す

る
。
」
「
社
会
保
険
病
院
・
厚
生
年
金
病

院
は
公
的
存
続
を
原
則
に
」
な
ど
と
書
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
「
公
立
病
院
改
革

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
中
止
・
見
直
し
に
つ

い
て
は
明
記
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
地
域
医

療
の
困
難
に
対
す
る
緊
急
対
策
も
見
当
た

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
な
ど
に
対
す
る
鳩
山
内
閣
の
態
度
を
見

ま
す
と
「
医
療
構
造
改
革
」
を
抜
本
的
に

変
更
す
る
と
は
思
え
な
い
状
況
に
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
自
治
体
病
院
で
い
ま
何
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
山
本
裕
氏

（
元
自
治
労
連
医
療
部
会
議
長
）
は
、
次

の
よ
う
に
５
つ
に
分
類
し
て
い
ま
す

【
「
地
域
医
療
再
生
と
自
治
体
病
院
―

「
公
立
病
院
改
革
」
を
検
証
す
る
」
（
自

治
体
研
究
社
発
行
）
参
照
】
。

１
、
自
治
体
病
院
の
廃
止
や
民
間
へ
の
移

譲
・
売
却

２
、
自
治
体
病
院
の
「
縮
小
再
編
・
統
合
」

３
、
新
し
い
リ
ス
ト
ラ
の
ツ
ー
ル
を
つ
か
っ

た
「
経
営
形
態
の
見
直
し
」
・
・
・
自
治

体
病
院
の
直
営
を
や
め
、
独
立
行
政
法
人

化
や
指
定
管
理
者
制
度
で
の
公
設
民
営
な

ど
に
す
る
も
の
。

４
、
地
方
公
営
企
業
法
の
「
一
部
適
用
」

か
ら
「
全
部
適
用
」
へ
の
移
行
・
・
・
自

治
体
直
営
病
院
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
が
、
厳
し
い
自
治
体
財
政
の

も
と
で
、
自
治
体
の
病
院
運
営
へ
の
責
任

を
縮
小
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
注
意
を
要

し
ま
す
。

５
、
病
院
建
設
や
病
院
運
営
等
へ
の
「
Ｐ

Ｆ
Ｉ
方
式
の
導
入
」
で
す
。
・
・
・
病
院

建
設
等
へ
の
民
間
資
金
の
「
活
用
」
と
併

せ
て
、
医
師
・
看
護
師
業
務
な
ど
を
除
く

部
分
の
運
営
を
営
利
を
目
的
と
す
る
「
株

式
会
社
」
に
一
括
委
託
す
る
も
の
で
す
。

松
戸
市
の
場
合
は
、
ど
う
な
る
の
か
。

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
推
移
を
見
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
松
戸
市
立
病
院
は
、

東
松
戸
病
院
と
と
も
に
赤
字
経
営
に
な
っ

て
い
ま
す
し
、
松
戸
市
長
は
、
既
に
東
松

戸
病
院
と
梨
香
苑
の
機
能
停
止
を
提
案
し

ま
し
た
し
、
市
議
会
等
で
は
松
戸
市
立
病

院
の
民
営
化
の
検
討
を
明
ら
か
に
し
て
い

ま
す
。

従
っ
て
、
私
た
ち
は
、
松
戸
市
立
病
院

の
建
て
替
え
・
移
転
問
題
も
、
今
後
病
院

を
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
く
の
か
、
公

設
公
営
を
守
り
抜
く
の
か
ど
う
か
、
公
設

民
営
に
す
る
の
か
、
民
間
へ
移
譲
・
売
却

す
る
の
か
ど
う
か
等
も
合
わ
せ
考
え
て
い

か
な
い
と
、
「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
に

な
り
、
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
に
な
ら
な

い
道
に
迷
い
込
む
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

と
思
い
ま
す
。

（
当
会
事
務
局
長
）

高齢期を豊かに ２０１０年５月１２日（水）

( 4 )

松
戸
市
立
病
院
の
民
営
化
を
考
え
る

樋
口

茂
雄

建
て
替
え
・
移
転
問
題
と
民
営
化

は
一
体
で
考
え
る
必
要
が
あ
る

自
治
体
病
院
で

い
ま
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

国保松戸市立病院


